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これは、アジア太平洋研究科修士論文の要旨の

雛形です。用紙サイズは A4 を使用、段組みは２段。

要旨には、本論文の目的、結果、本論の構成、主

要参考文献を記載してください。このフォーマッ

トには、要旨作成上の必要なスタイルがすでに設

定されているため、変更はせずこのまま使用して

ください。たとえば、主題は、中央寄せ・MSゴシ

ック 11 ポイント。副題が必要な場合は、MS ゴシ

ック 10.5ポイント・中央寄せ。また、学籍番号・

氏名・主査名・キーワード・本文は MS 明朝 11 ポ

イントです。すべて所定の箇所に書いてください。

上下左右の余白等含め、変更せずにご使用いただ

ければ上記のルールが満たせます。主要参考文献

は、[主要参考文献]という見出しの下に、文献を

リストにしてください。一つの文献が二行にわた

る場合は、二行目以降を全角一文字（英数三文字）

おとしで記述してください。 

文字数は 3,500文字程度（こちらのサンプルで

3,512 文字）で、内容の核心となる表や図を含め

てもよいですが、必ず A4サイズ二枚以内におさめ

てください。以下同文です。 
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